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1. はじめに 

大阪湾岸の夢洲（大阪市此花区，390ha）は 1977 年に埋立が開始された人工島である。その内の 2 区では 2025 年

4 月開催の大阪・関西万博に向けて，現在土地造成が行われている。この地盤の沈下性状を把握するために，大阪

港湾局の発注で層別沈下計を設置する工事と地盤調査が 2021 年 6〜8 月に行われた。その際に図-1に示す③地点で

は浚渫粘土層 1)，沖積粘土 Ma13 層，洪積粘土 Ma12 層，Ma11 層の乱れの少ない試料のサンプリングが行われた。 
 本稿では，夢洲 2 区③地点の Ma13 層，Ma12 層，Ma11 層の土質特性を詳しく調べた結果を報告する。 
2. Ma13，Ma12，Ma11層の土質特性 

図-2 に Ma13 層の(1)自然含水比 wn，液性限界 wL，塑性限界

wp，(2)粒度含有率，(3)圧縮指数 Cc，(4)圧密係数 cv，(5)圧密降

伏応力 pc，非排水せん断強さ su（p0 で圧密した一面定体積せん

断強さの横軸を pcの 1/3(=su/p)としている）の深度分布を示す。 
図(1)から，Ma13 層の塑性は西大阪地域の典型的性状で，上下

部で低く，中央で高い弓形分布を示す。これは海進から海退に

向かう堆積環境の変化によるものである。図(2)から，上下部を

除き，全体に細粒分含有率はほぼ 100%に近く，粘土分含有率は

60〜70%程度を示す。図(3)の Ccは，wLと相似な弓形分布を示し

ている。図中に示した Ccrは高圧力域（p=1256〜2511kN/m2）で

の圧縮指数であり，Ccと Ccrの差は粘土の構造発達の程度を表す

が，Ma13 層では構造発達が見られる。図(4)の cvは，wLと逆相似な弓形分布となっているが，上下部の cvは大きい

が，中央部では 40cm2/d 程度の値を示す。図(5)の pcと suは，調査時点の有効土被り圧 p0と比べると，やや未圧密

といえる。ただし，表層の敷砂・盛砂工（層厚 1m，p≒20kN/m2）前であれば，ほぼ正規圧密といえる。 
図-3に Ma12 層の土質特性を示す。図(1)から，先の Ma13 層と同様に Ma12 層の塑性は上下部で低く，中央で高

い弓形分布を示し，先の Ma13 層よりも塑性は高い。図(2)から，上下部を除き，全体に細粒分含有率はほぼ 100%
に近く，粘土分含有率は 40〜50%を示す。図(3)の Cc は，やはり wL と相似な弓形分布を示す。Ccr から堆積年代が

古い Ma12 層では構造発達が顕著に見られる。図(4)の cvは，やはり wL と逆相似な弓形分布となっているが，深度

方向にほぼ一定で，中央部では 70cm2/d 程度で，Ma13 層に比べて少し大きい。図(5)の pcと suから，全体に正規圧

密または未圧密といえる。やはり表層の敷砂・盛砂工前であれば，ほぼ正規圧密といえる。 
図-4に Ma11 層の土質特性を示す。Ma11 層は間に砂層を挟んで 2 層（Ma11U 層，Ma11L 層）に分かれている。

図(1)から，Ma11U 層，Ma11L 層ともに塑性は先と同様に上下部で低く，中央で高い弓形分布を示し，下部の Ma11L
層の方が塑性は高い。図(2)から，Ma11U 層ではやや砂の混入が見られるが，Ma11L 層では細粒分含有率は 95%程
度に近く，粘土分含有率は 40〜60%を示している。図(3)の Cc は，やはり wL と相似な弓形分布を示す。Ccr からや

はり堆積年代が古い Ma11 層では構造発達が見られる。図(4)の cvは，やはり wLと逆相似な弓形分布となっている。

Ma11U 層，Ma11L 層の中央でともに 50cm2/d 程度を示す。図(5)の pcと suは，全体に正規圧密または未圧密といえ

る。やはり表層の敷砂・盛砂工前あれば，ほぼ正規圧密といえる。Ma13，Ma12，Ma11 層ともに同傾向にある。 
図-5に Ma13，Ma12，Ma11 層の圧縮曲線を log f− logp 曲線 2)として示す。各粘土層ともに深度方向の塑性の変化

（不均質性）を受けて圧縮曲線の位置が上下に幅を持つ。中でも Ma12 層の圧縮曲線が最も上位にある。 
今後，これらの土質特性を用いて，夢洲 2 区の沖積粘土層，洪積粘土層の圧密沈下予測を行う予定である。 
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図-1 夢洲全体の区分けと 2 区の③地点 
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図-5 夢洲 2 区③地点の沖積粘土 Ma13 層，洪積粘土 Ma12，Ma11 層の圧縮曲線（log f− logp 曲線） 
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図-2 夢洲 2 区③地点の沖積粘土 Ma13 層の土質特性 

図-3 夢洲 2 区③地点の洪積粘土 Ma12 層の土質特性 

図-4 夢洲 2 区③地点の洪積粘土 Ma11 層の土質特性 
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